
第５学年 算数科学習指導案

１ 単元について

（１）単元観

割合とは、２つの数量があるとき、一方が他方の何倍であるかを表す数で、日常でもよく使われてい

る。教科書ではこれまでに、４年生で整数倍、５年生で小数倍、分数倍の意味を学習した。２倍、３倍

のような整数倍の意味は理解しやすいが、０．８倍、１．２倍のような小数倍になると、抵抗が大きく

なる。この単元では、「倍」について、割合という用語で説明できるようにするとともに、これまでに学

習した小数倍を整数化して百分率で表し、その意味の理解を一層深めるようにする。

教科書では、割合を「ある量をもとにして、くらべる量がもとにする量の何倍に当たるかを表した数」

と説明している。数量Ｂをもとにして、数量Ａを比べるとき、その割合ｐは、「ｐ＝Ａ÷Ｂ（第１用法）」

として求めることになる。言いかえれば、割合は、「もとにする量を１とみたときのくらべる量の大きさ

を表す数」ということができる。割合に関する計算としては、上記の第１用法のほかに、くらべる量を

求める「Ａ＝Ｂ×ｐ（第２用法）」や、もとにする量を求める「Ｂ＝Ａ÷ｐ（第３用法）」がある。第１

用法、第２用法は、割合と言う言葉は出てこないものの、小数倍、分数倍の学習の中で計算を行ってい

る。第３用法は、この単元での扱いが初めてとなるので、第１、第２用法と比べながら、計算の仕方を

丁寧に指導していく。

（２）児童観

 本学級は、男子６名女子２名の少人数学級である。活動的な子が多く、休み時間には運動場で遊んで

いる子が多い。事前のアンケートでは、８名中５名が「５年生になって内容が難しくなった」「やや難し

くなった」と感じており、苦手意識をもっている。一部の子の発言は見られるが、多くの児童は挙手す

ることも少なく、ノートに自分の考えを書いても、なかなか発言できない。図を使って自分の考えを説

明できる子もいれば、計算問題は得意でも、自分の考えを発表したり説明したりすることは苦手な子、

問題文中に出てくる数を使って安易に立式してしまう子など、少人数でも能力の差が大きいと感じる。

また、自分の考えがあっても、それを順序立ててわかりやすい言葉で説明することができず、友達に伝

わらないという場面も見られた。

実態 期待する姿

児童Ａ 算数は苦手であるが、既習事項を使って考

え、発表しようとする意欲は高い。発表の際、

自分の考えがまとまらず相手に伝わらないこ

とがあるが、言い直したり、少し言葉を付け加

えたりすることで、説明できる。

時間はかかるが、順序立てて考えていくこ

とができるので、「はじめに」「次に」などの

話型を使って、わかりやすく説明できるよう

にしたい。友達の付け足し発言によって、自

分の考えに自信をもたせたい。

児童Ｂ 理解力が高く、基礎的なことが身についてい

る。ホワイトボードに自分の考えを書く際、図

に記号や矢印などを書き加えて、わかりやすく

することができる。

図、式、言葉を組み合わせて使うことによ

って、より分かりやすく説明することができ

るようにしたい。また、友達の考えを聞いて

わからないところを積極的に質問したり、考

えを補足したりできるようにしたい。

児童Ｃ 計算は比較的よくできる。文章題では、問題

文をよく読まずに出てくる数字を使って立式

したり、答えの単位を間違ってしまったりする

ことがある。

問題文をよく読んでわかることを確認し、

図を書いてから立式するなど、見通しをもっ

て学習に取り組めるようにしたい。

児童Ｄ 理解力が高く、わからないことでも積極的に

質問して自分で解決できる。自分自身が理解で

きているため、発表の際に式だけで説明してし

まい、他の子には理解しにくいことがある。

図、式、言葉を組み合わせて使うことによ

って、より分かりやすく説明できることを実

感させ、理解を深めさせたい。

児童Ｅ 算数に対する苦手意識が大きいが、課題に対

してあきらめずに取り組むことができる。自分

の考えをもつことができれば、積極的に発表で

きる。

自分の考えをもつ段階の机間指導で、図や

具体例などのヒントを与え、自分の考えをは

っきりさせるようにしたい。



①意欲的に学習に取り組めるように、子どもたちにとって身近な場面を課題に設定したり、課題の提

示方法を工夫したりする。

②図（数直線、言葉の式）・式・説明の言葉の３つをセットにして、ノートやワークシートにまとめる

ことを徹底する。

③積極的に机間指導し、子どもの考えを認めながら朱書きをしたりヒントを与えたりすることで、一

人一人が自信をもって取り組めるようにする。

④「まず」「「次に」「だから」などの話型を提示し、説明することへの苦手意識を減らす。

⑤伝え合う場では、ホワイトボードや書画カメラを活用し、それぞれの考えを比較したり、図や式を

見ながら考えたりすることで、わかりやすく説明しあえるようにする。

 そこで、本単元では、自分の考えに自信をもち、筋道を立てて相手にわかりやすく伝える力をつけた

い。また、友達と関わり合いながら深め合うことで、多様な考えを見つけ出し、その中から合理的な方

法を追究していく態度を育てたいと考えた。

（３）指導観

本校の現職教育の研究主題である「自分の思いや考えを伝え合い、深め合う子どもの育成～算数的活

動を生かした算数科の授業を通して～」に迫るために、次の手立てで指導する。

子どもたちは、これまでに学習してきたことから、数量の大きさの間の関係を差でとらえようとする

だろう。基準量の大きさが異なるとき、差で比べると同じだったものが、倍で比べると違いが生まれる

ことに気づかせ、倍で比べることの良さをとらえさせたい。

また、比較量（比べられる量）、基準量（もとにする量）、割合の意味を確実に理解させ、問題文から

比較量と基準量を明確にとらえられるようにしたい。そのために、文章表現に注目させ、キーワードを

見極められるようにする。また、テープ図、数直線などの図に表すことで演算決定の手助けにさせる。

 本単元では、導入で、児童にとって身近なミニバスケットボールのフリースロー対決を取り上げる。

また、これに続く割合の意味の指導や活用の場面でも、子どもたちにとって身近で具体的な問題設定を

する。そのため、自分の考えをしっかりともち、式や図、言葉を使って説明できるのではないかと感じ

る。

 発表の際は、ホワイトボードを活用し、図・式・言葉を使ってわかりやすく説明できるように指導し

ていく。多様な考え方を尊重し、ハンドサインや話型を活用し、子どもたち同士で学びが深まるように

したい。また、授業の振り返りでは、他の児童の意見から考え方が深まったことを具体的に記入させ、

友達の考え方から自分の考えが深まっていることを実感させたい。

児童Ｆ 計算は得意であるが、じっくりと考えるの

で、課題への取り組みには時間がかかる。自分

の考えをノートに書いていても、自信がないと

発表できなかったり、友達の考えに安易に同意

してしまったりすることがある。

自分の考えをもつ段階で自信をもたせ、説

明する方法を知ることによって少しでも発表

することに抵抗がなくなるようにしたい。

児童Ｇ 時間はかかるが、前時までに学習したことを

生かしながら、自分の考えをもつことができ、

図や式などを使って友達に考えを説明するこ

とができる。

友達の考えもしっかり聞くことができるの

で、自分の考えと比べながら聞き、新しい考

えやよりよい考えに気づけるようにしたい。

児童Ｈ 決まった答えの問題や自信があることには、

自分から挙手して発表することができる。じっ

くり取り組むが、問題を読み違えたり、問題に

出てくる数字で安易に立式したりしてしまう

こともある。

図を使って考えることによって、根拠のあ

る立式ができるようにしたい。



２ 単元目標

 割合の意味について理解し、小数や百分率を用いて問題を処理することができる。また、求めた割合

を帯グラフや円グラフに表すことができる。

【算数への関心・意欲・態度】

 割合で考えることのよさを知り、これを用いて数量の関係を判断しようとする。

【数学的な考え方】

 身近な問題で、割合の和や差、積を考えて解くことができる。

【数量や図形についての技能】

 部分の全体に対する割合を、帯グラフや円グラフに表すことができる。

【数量や図形についての知識・理解】

 割合の表し方について理解し、百分率などを用いて問題を処理することができる

３ 指導計画

３年「何倍でしょう」 乗法の変量に目をつけ、何倍になるかを考えて解く順思考の問題。

４年「何倍でしょう」 乗法の変量に目をつけ、何倍になるかを考えて解く逆思考の問題。

５年「小数×小数」

「小数÷小数」

小数の乗除計算

割合を表す小数（小数倍）

本単元       （１４時間完了）

時間 学習活動 指導内容

１

２

３

４

・そのまま比べたら不公平。

・投げた数が同じならたくさん入ったほうが上手だけど、投

げた数が違うときは、入った数では決められない。

・投げた数をそろえれば比べられる。

・図をかいて考えよう。

・自然クラブの希望者の数は、定員の１５人の０．８倍の人

数だから、１５×０．８＝１２で１２人。

・前の時間と同じように、図をかいて考えよう。

・定員を′人とすると、′人の１．６倍が２４人だから、２

４÷１．６＝１５で、１５人になる。

・関係図や線分図を用いて、全体と

部分の割合や、部分と部分の割合

の求め方を知る。

・割合の意味と、割合の求め方を知

る。

・図のかき方

・～は・・・の○倍

（く） （も） （わ）

・割合＝くらべる量÷もとにする量

・もとにする量と割合を知って、く

らべる量を求める。

・くらべる量＝もとにする量×割合

・くらべる量と割合を使って、もと

にする量をもとめる。

・もとにする量＝くらべる量÷割合

５

６

７

８

・％って見たことがある。

・０．０１倍が１％だから、８０％は０．８倍。

・クラス全体の６０％が２１人ってことは、クラス全体の人

数はどうやって求めればいいのかな。

・百分率の用語と１％の意味につい

いて知り、小数倍との関係につい

て理解する。

・百分率を使った問題で、くらべる

量やもとにする量を求める。

・歩合の意味とその求め方を知り、

小数や百分率との関係を考える。

・百分率

・もとにする量を１００としたとき

・歩合

投げた数の違うフリースロー対決。どちらが上手？

割合を求めて比べよう

比べる量を求めよう

もとにする量を求めよう

割合を百分率や歩合で表そう



９

１０

１１ ・値段の２０％引きというところが今までの問題と違うね。

・値引きしたから、１００００円より安くなるね。

・２０％引きってことは、８０％分ってことかな。

・何倍の何倍になるかを考えて計算しよう。

・線分図や関係図を用いて、もとに

する量の何倍に当たるかを考え

て、２つの量の和や差にあたる大

きさを求める。

・全体を１として、割合の積を考え

る問題を解く。

・生活に活用できる場面設定

・和や差を含んだ割合の場合

１２

１３

・帯グラフや円グラフは、全体に対してそれぞれがどのくら

いの割合になっているのかが見た目で分かりやすいね。

・百分率の合計が９９パーセントになってしまうときはどう

すればいいのかな。

・収穫したバケツ稲のお米の割合を、円グラフで表してみよ

う。

・帯グラフやと円グラフの意味を理

解し、それらのグラフを読む。

・帯グラフと円グラフをかく。

・帯グラフ

・円グラフ

・概数

１４ ・練習問題を解く。

６年「分数×分数」

  「分数÷分数」

  「比とその利用」

  「資料の調べ方」

分数の乗除計算

割合を表す分数（分数倍）

比の意味とその表し方

度数分布表、柱状グラフ

割合を使って、お得に買い物しよう （本時）

割合をグラフで表そう

割合の学習の練習問題をしよう



４ 本時の指導（９／１４）

（１）本時の目標

 ・線分図、式、言葉を使って、代金を求めることができる。（考）

・割引の場面で、引かれる金額や割合に着目して解決の仕方を考え、説明することができる。（考）

（２）準備

＜教師＞ホワイトボード、ワークシート、ヒントカード、電卓

（３）学習課程

時間 学習活動 教師の支援

５

１ 問題を解くのにわかっていること、必要なこと

を考え、解決の見通しをもつ。

 ・ゲーム機が１００００円

 ・今までは２０％の値段を求めたけれど、２０％

引きになっているところが今までと違う。

 ・２０％引きの値段で買う

  →２０％分安くなるということ。

 ・代金は１００００円より安くなる。

２ 本時の課題を知る

・既習事項をいつでも確認できるように、

割合、くらべる量、もとにする量の求

め方の公式を掲示しておく。

・前時までとの違いに着目できるように、

問題文の２０％「引き」の部分に下線

を引くなどする。

・「２０％引き」「安くなる」などの言葉

から、代金が１５０００円よりも小さ

くなることに気づかせ、結果の見通し

を持たせる。

１０

１７

３ 線分図や関係図に表して考える。

 ①

１００００×０．２＝２０００

  １００００－２０００＝８０００

 ②

１００００×０．８＝８０００

４ 考え方について全体で話し合う。

 ①の考え方

はじめに、値引き分を求めます。値引き分は値

段の２０％だから、10000×0.2で 2000円です。
次に、値引き分を値段から引きます。

すると、10000－2000＝8000です。
  よって、代金は、8000円になります。
 ②の考え方

値引き分が値段の２０％だから、代金は、値段

の 0.8倍です。よって、10000×0.8＝8000で代金
は 8000円です。

・必ず、図、式、説明の言葉の３つを使

って書くようにする。

・図をかくのに支援が必要な児童には、

個別に声をかけたり、ヒントカードを

渡したりする。

・ホワイトボードに書くときは、どのよ

うに発表したら伝わりやすいかを考

え、書き方を工夫するように促す。

・まだ時間があるときは、他の方法で取

り組むように声をかける。

・計算ミスのないよう、見通しと比べな

がら考えたり、必要に応じて電卓を使

ったりする。

・求める方法の違いに気づくことができ

るように、図を並べて黒板に掲示する。

・考えたところまでしっかり発表できる

ように指示する。

・順序よく筋道を立てて説明できるよう

に、「はじめに」「次に」などの話型を

活用する。

・割引分の２０％が、図の中でどの部分

に当たるのかが明確にわかるように指

し示したり、色を分けたりする。

割合の大きさを考えて、代金を求めよう。

１００００円のゲーム機を、２０％引きの値段

で買います。代金は、いくらですか。

０，２

1-0.2

10000円

10000円

10000



８

 ５

５ 練習問題に取り組む

６ 学習の振り返りをする

 ・今までに学習したことを使って、割引の値段が

いくらになるか考えて問題を解くことができ

た。

 ・Ａさんが発表した、代金は、もとの値段×（１

－割合）のやり方をやってみたら、式が１つで

済むから、簡単にできた。

 ・買い物に行ったときに、割引されて代金がいく

らになるか考えてみたい。

・練習問題を解くことで、代金が値段の

何倍かを考えて計算することに慣れ

る。

・早くできた子から、ペアになって、自

分の考え方を説明する。

・わかったことや、友達の発言から気づ

いたことなどを書くようにする。

・既習事項を生かして学習に取り組めた

ことや、生活に関わることなどが書い

てある感想を取り上げ、全体に広げる。

（４）評価

・割引の場面で、引かれる金額や割合に着目して解決の仕方を考え、説明することができたか。

                             （ホワイトボード、発表）

 ・数直線、式、言葉を使って、代金を求めることができたか。 （ワークシート、発表）

（５）板書計画

代金は、いくらでしょう。


